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1．は じめ に

　視覚による情報は 、 私たちの 日常生活の様々な場面

に大きな影響を与えて い る。その
一

部と して、色 の 影

響 を取 D 上 げてみ る と、色は重量感や温冷感など他の

感覚の 判断 に影響を 与えるこ とが報 告さ れ て い る ］）。

同 じ大 き さ、同 じ重 さの モ ノで も表面の色 が違 う と重

さの 判断が異 な り、白よ りも黒 の方が重 く感 じられ る

とい っ た こ とが起こる 。 重量 感 に は色の 明度 が関係 し

てお り、この色 の 影響に よ っ て 、同 じ重量の モ ノを運

ん で も 疲労感も 異な っ て くる と い わ れ て い る。ま た、

色の 違 い に よ っ て色 か ら連想 される 温冷 イメージが

異な り、 実際に、着色水を用い た実験などにより、 色

は モ ノの温冷感の 判断に も影響を与え るといわ れて い

る 。 温冷感 には色相が関係 し、日常場面 でも、壁の色

を変えると体感温度が異なる こ とがあ り、色の こ うし

た働きは室内装飾な ど に活用され てい るよ うであ る。

　私たちは普段、様々な感覚を働かせて 、外の世界か

ら情報を取 り込ん で いる 。 感覚の 種類は、視覚、嗅覚、

味覚、聴寛、皮膚感覚とい っ た五感と、それ以外の深部、

内臓、平衡感覚の 8 つ に分類され て い る 。温冷感覚 は

皮膚 感 覚 に、重量 感覚 は深部 感 覚 に属 して いる 、 8種

類の感寛 にはそ れぞ れに対応 した感覚受容器 があ り、

外界か ら の 感覚刺激がその 感覚受容器で 信号に変換さ

れ、脳へ と伝達される。そ して、中枢での 処理が行わ

れて感覚情報を認識するので ある 。 赤い着色水 に手 を

入れて いる状態を考えてみる 。 手の温 ・冷覚により水

の 温 冷が受容され、また 、視覚 によ り水の 赤 色が受 容

され、信号が脳へ と伝達され る 、 この 時、中枢の処理

で は、赤色の温かい水 に手を入れて い ると い う状態だ

けを理解するの で はなく、更 に、伝達された情報 に関

連 したその 人の それ まで の経験や、そのとき の心理状

態が影響 した もの を認識す る 。 つ ま り、赤な ら、赤と

い う色に基づ い た経験 ・
記 憶が同 時に思い 起 こ され 、

そ う した こ とが水の 温冷の判断に影響する と考え られ
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て い る 。

　こ の よ うに複数の 情報を得て いる 場合 には、そ れぞ

れ
一

つ
一

つ の感覚の判断に、他の感覚の情報が影響を

与えることが起 こり、色を香 りに置き換えて考えれば、

嗅覚情報 に つ い て も同様の こ とが起 こる可 能 性が 十分

に考え られ る 。 日常生活で私たちが使う商品には、香

りが つ い て い るもの も 多く、香 りも 他の 感覚の 判断に

影響を与え て いる ことが明 らかになれ ば、その作用 を

活用 し、よ り満足感の高い商品開発にも繋がる と考え

られる 。そ こ で 、我々 は、香 りの情報が同 時に取 り込

んだ重量感や温冷感な ど他の感覚の 判断に及ぼす影響

に つ い て検討 したので 、 以下に まとめる。

2．重量感に及 ぼす香 りの影響

　 モ ノ の重 さ は深部感 覚の 働きで 認識す る こ と が で

き 、筋肉の 緊張状態 や 筋 力を複数の 受容器 で感 知 し、

それ らの 1青報が統合されて重いや軽い とい うこ とが判

断さ れる 。モ ノの 重さ の 判断に、同時に取 り込ん だ香

りの情報が与える影響に つ いて 検討を行 っ た 2〕・　 a）・　 4 〕
。

　図 1に 示 した様 に 、蓋 に綿を つ け て 重量 を 100 ．00

グラ ム に調 整 した 実験 用 瓶 を 2本 準備 し、一
方の 瓶 の

綿 に香料 を塗布 した 。 そ して 、実験参加者に は、 1本

ず つ 綿の 香 りを嗅ぎな が ら瓶を持 っ て も ら い 、2 本の

瓶の重さの比較を行な っ て もら っ た。そ の結果 、レモ

ンの 香 りが綿につ い て い る場合、8割以上の 人が香 り

な しと比較 して 瓶が軽 いと回答 し、濃い磯の香 りがす

るオ
ー

ク モ ス の 場合、逆 に、瓶が重 い と 回答 した 。複

数の香 りに つ い て この 実験 を行 っ た結果の 平均値を図

2に示 した 。 実験を行 っ た中で は 、 オークモスが最も

瓶を重 く感 じさせ、そ の 他に、カ レ
ー

の スパイス に用

い られるクミ ン や、松葉の さわやかな香 りがするイソ

ボル ニ ル アセ テ
ー

トな どが重 く感 じさ せ た 。 最も瓶を

軽 く感 じさせたの は レモ ン で、そ の他に 、ピー
チの 香

りで 知 られる Y 一
ウ ン デ カラ ク トン などが 瓶を軽 く感

1　 「
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じさせ 、香 りの違 いによ り瓶 の重 さの 判断が異な る結

果が得 られた 。

　次に、香 りの質 が瓶の重 さの 判断に影響す る こ とを

確認する為に、瓶の綿に塗布する香 りの 濃度を変えて、

同 じ実験を実施 した。図か ら、瓶を重 く感 じさ せた香

D と軽く感 じさせた香 りを抜粋 し、濃度を 10 倍希釈

したものを用い た 。 その 結果、瓶を重 く感 じさせ た香

りも 、軽 く感 じさせ た香 りも、希釈す る こ と によ り、

香 りがな い側の 瓶 との重 さの差 が減少 し、香りの重 量

感 へ の 影響が少な くな っ た 。 つ まり、濃度が低くな っ

て 、香 りの 質的な特徴が弱 くな る こ と で 、重 さ の判断

を変化 さぜる香 りの働 きが弱 まる こ とが分 か っ た 。

　で は、一
体 どの よ うな香 りの 質的特徴が瓶の重 さ の

判断に影響を及 ぼ して い るの であ ろ うか 。 先の 実験で

は、瓶の重 さ を比較回答 した後に、綿の香 りを嗅い で

香 りの 印象評定も実施した。香りの 印象と して は、「透

明な」、「明る い」、「甘い」、「まろ やか」、「濃 い」、「む

ん むんする 」、「す っ とする」とい う形容語を用い た 。

こ れ らの 形容語は 、香 りの 質的特徴を表現す る 為にふ

さわ しい言葉 と して選定さ れた もの であ る
5〕。それ ぞ
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図 1　 実験用瓶 （左）と実験方法 （右）
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図2 香り の違い に よ る瓶の 重さ の 評定

　　 実験参加者 ；女子大学生 （各香 D に つ き 18 名）

　　 （ ）内 ：アル コ
ー

ル溶液濃度、表示無しは 10％ alc ．

　　 綿へ の ア ル コール溶液塗布量 ： 100 μ 1

　　
＊ ＊

pく 0．01 、＊

p＜0 ．05 、＋ p＜0．10

れの 香 りを用い て行な っ た瓶の重さの 評定結果 と、香

D の印象の評 定結果 の 関係を調 べ たところ、瓶の 重さ

と 香 りの 「透明さ」、「明るさ 」の 相関が高 く、香 りか

ら感 じられ る透明さ、明 るさ が、経 験的に軽いも のを

イメージさ せ、香 りか ら感 じられる不透明さ、暗さが

重 いもの の イメ
ージに繋が っ たの で はな いか と考えて

い る 。 色につ い ては先行研究よ り、重さと色の 明度が

関係 し、暗い方が重 く、明る い方が軽 く感 じさせ る関

係 があ る が、色 と香 りに、軽 く感 じさぜ る の は 「明」、

重 く感 じさせ るの は 「暗」と い う共通の概念が得 られ

た こ とは非常に興 味深い。

3．温冷感に及ぼす香 りの影響

　手で触れ たモ ノの温 冷を判断する過 程は、触れ たモ

ノ か らの 温度刺激を触れ た部分の 皮膚にある温
・冷の

受容器に よ っ て 感知 し、信号が中枢 に送 られ て 温 か い

や冷たい とい うこ とが判断さ れ る 。 こ うしたモ ノ の温

冷の判断に 、 同時に取 り込んだ香 りの 情報が与える影

響に つ い て 検討を行 っ た 4）・臥 7）・B〕。

　先ず、化粧品 の クリ
ー

ムを肌 に塗布 した時の 温冷感

に与え る香 りの 働き に つ いて ま とめ る。香 りの 違いの

み に よる ク リ
ー

ムの 温 冷感へ の 影響をみ る ため に、実

験で は、図3 に示 した よ うに香 りが つ い て いな い全 く

同 じク リ
ー

ム を 2 つ 用 い、それ ぞ れ を左右の 腕に ぬ っ

て ク リームの温冷感を比較 した 。 その 際、両腕の ク リ

ー
ムを塗 布 する 部分 の脇 に綿を 貼 り、綿の 片方の み に

香 りを塗布 して お いた 。 そ して 、腕にク リ
ー

ムを塗る

時に は、腕に貼 っ た綿に鼻を近づけ て香 りを嗅ぎなが

ら評定を行な っ た。ク リ
ー

ム 自体に賦香 しな い で こ の

よ うな方法を取 っ た理 由は、ク リ
ー

ムに香料を混ぜる

ことで ク リ
ー

ム 自体の物性が変わる こ とや、香料が肌

に 直接触れ る こ と によ る作用 を 防い で 、香 りの 影響だ

けをみる 為で ある。結果を図4 に示 した。バニ リンの

香 りが綿に つ いて いる場合に は 、 香 りが つ い てい ない

場合よ りも 温か い ク リ
ー

ムを 塗 っ て いる よ うに感 じら

れ、ペ パ ー
ミ ン トの 香 りがつ い て い る場合 には、冷た

い ク リ
ー

ム を塗 っ て い るよ うに感 じられ る結果が得 ら

れ た 。 この ク リ
ー

ム の温 冷感評定 と、香 りだけか ら感

じられ る温 冷感イ メ
ー

ジの 関係をみ る と、両者には相

関があ り、香 りの温冷感イメージが 、 香 りと結びつ い

たク リーム 自体の温冷の判断 に影響を与え て いた と考

え られる結果が得 られ た。

　温冷感の 評価に及ぽす香 りの質的特徴につ い て まと

める 。 重量感 へ の香 りの 効果実験 と同様に、クり一ム
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の 温冷感評 定実験でも、最後 に、綿の 香 りを嗅いで香

りの 印象評定を実施 し、 クリームの温冷感の 評定結果

と、香 りの印象の評定 結果の 関係を調 べ た 。 そ の結果、

冷感を正の基準と して 表すと、香 りの 印象の 「す っ と

する」とは相関、「ま ろや か」、「甘い」とは逆相関関係

にあ る ことが分か っ た 。 先行研究よ り、色に つ い て は

温冷感と色相が関係 し、赤系は 温か く、青系は冷た く

感 じさせ る関係が 知られて いる 。我々 の調査 で は、バ

ニ リン の香 りか らは赤や ピン クを連想する 人が多 く、

ペ パ ーミ ン トか ら は 青系 を連想する 人が多い と い う結

果が得 られ て いる 。こ の よ うに、温冷 感 か らみ ても 色

と香りは近い関係に ある と考えられ る 。

　以上の よ うに、モ ノの温 冷の 判断を 同時に取 り込ん

だ香 りの情報が変化させる ことが分 か っ て きた が、香

りには何℃ 分の効果があるので あろ うか 。 我々 は、恒

温水槽を用 い て 水の温 冷感 評定実験 を行な い、香 りの

影響を温度 に置き換えるこ とを試み た。方法 は、片方

の手に瓶を持ち 、 瓶の 香 りを嗅ぎながら、 他方の手を

温度を制御 した恒温水槽中の水に入れ て水の 温冷感を

評定 した 。 そ の 際、香 りを嗅ぐ瓶の 中には綿を入 れ、

香 りなし条件

無賦香

クlj一ム
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図4 香りの違いによるクリ
ー

ムの温冷感の評定

　　 実験参加者 ；女子大学生 （各香 りに つ き 18 名）

　　 （ ）内 ：ア ル コール溶液濃度、表示無し は 1％ alc ．

　　 綿へ のア ル コ
ー

ル溶液塗布量 ：50 μ 1

　　
＊ ＊

p＜0．01 、
＊

p〈0．05

香 料を塗布す る こ とで 香 りをつ けた 。 評定 は、同一

人 が瓶に香 りがつ い て いな い 条件 と、香 りがつ し、て い

る条件に つ いて 、順序効果を考慮 し行な っ た 。 水の 温

冷感評定の 尺度 と して 、非常 に冷たいか ら、無関、熱

い まで の 7段階を用 い た （図 5縦軸 参 照）。 室温 24 ℃、

湿 度 53 　o／o の 実験室内 で 、初め に、水 温 28 ℃ の 水の

温 冷感を 評定す る 実験 を行な っ た。香 りが な い 場合

に 、28 ℃ の水は平均 値で やや 温 か い レベ ル に評 定さ

れ、ペ パー
ミ ン トの香 りを嗅い で いる時 には、香 りが

ない 場合 と比較 し水を有意に 冷たく感 じる結果が得ら

れ た。これ を ペ パ
ー

ミ ン トの 主成 分 であ るメ ン ト
ー

ル

の みで行な うと、香 りがない場合 と比較 し差はみ られ

な か っ た。また 、バ ニ リン を用い て 同 じ実験を行な う

と 有意差は得 られなか っ たもの の 、香りを嗅 ぐこ とで

水 を温かく感 じさせる ことが示 唆された 。 この実験は、

実験室条件 を変化させ る と同 じ水温 でも水の 温冷評定

が異な り、香 りの影響も違 っ て くるの で、今後は、バ

ニ リン の温感効果が顕著にみられる条件を検討 して い

き たい と考えて いる。

　 香りな しと比較 し有意差がみ られたペ パー
ミ ン トに

つ いて は、更に詳細 に検討を行い、同 じ方法を用いて 、

評定 す る 水温 を 28 ℃か ら34 ℃ ま で 1℃ず つ 上 昇 さ

せ て 実験 を行な っ た。実験室 条件は 室温 23 ℃ 、湿度

46010で あ っ た 。 そ の 結果を 図5 に示 した 。28 ℃の水

は、香 りがない 場合 に平均でやや温かい レベ ル と評定

さ れ、ペ パーミ ン ト条件で はやや 冷た い と評定され た。

香 りあ りな し条 件で、共に、水温 を上昇 さ せる と水 は

徐々に温かく判 断された 。 ペパー
ミン ト条件で 、水が

や や 温か い レベ ル に評定 されるの は、水温 32 ℃ 付近

で あ り、香 りな し条件と ペ パ
ー

ミ ン トの 香 りあ り条 件

で 、同 じ水の 温 か さ （やや温 か い）に感 じられる には、

水温の差が約4 ℃ ある結果が得 られた 。

　 ここまで 、香 りを嗅い で 感 じられる温 冷感 イ メージ

は 香 D によ っ て異な り、そ うした香りの イメ
ージは香

りを嗅ぎなが ら触 っ たモ ノや空間の温冷の判断も変化

さ せ る ことを示 した が、得 られ た結果か ら、香 りが温

冷感に与える影響と して 2通 りの作用が働い て いると

考えて いる。

　 1つ 目 は、香り成分が 三叉 神経に直接作用 して温冷

を実際 に感 じさせ る働きで ある 。 三 叉神経 は鼻粘膜全

体に分布 し、嗅神経 とは全 く異なる経路で温冷覚や痛

覚な どの情報 を脳 に伝 えて い る 。 ペ パーミ ン トの 香 り

には高 い 冷感効果がみ られ たが、ペ パー
ミ ン トの 主成

分である メン ト
ー

ル は冷感剤 と して知 られ、肌に塗る

「
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図 5　水の 温 冷感評定 に 及 ぼす ペ パーミ ン トの 効果
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こ とで冷刺激受容体に直接作用 して冷め たさ を感 じさ

せ る 。 近年で はそ の 受容体 も 明 らか にな っ て き て い

る 9）・　1°）・m
。

　 2 つ 目は、嗅覚 系 を介 した作 用 で あ る 。 香 りを認 識

し、そ の 香 りに関連 した こ れま で の 経験や記 憶 、イメ

ージが影響 して 温冷感 にも影響を与えて いたと考えて

いる。水の 温冷感評定実験で は、ペ パ ーミ ン トの 3010

溶液と、メ ン ト
ー

ル の 3010溶液を綿に
一

定 量塗 付 して

実験を行 い 、ペ パ ーミ ン トには水を冷た く感 じさせる

働きが み られ たが、メ ン ト
ー

ル に は有 意 な効果 がみ ら

れなか っ た 。ペ パ
ー

ミ ン ト中のメ ン ト
ー

ル 量 は約半分

であり、メン トール単独での 三 叉神経 へ の直接的な冷

感効果のみが作用 して いる の で あれ ば、ペ パ
ー

ミン ト

の 30／o 溶液 よ り、メ ン ト
ー

ルの 3％ 溶 液 の方 が 、水 を

冷 た く感 じさせ る と考 え られ るがその よ うな結果 は得

られなか っ た。一
方、両者の香 りの 印象を比較すると、

メ ン ト
ー

ル 単独よ りペ パー
ミ ン トの方が、モ ノの冷 感

と相関が 高い 「す っ とす る」香 りの 印象が強 く感 じら

れ 、香 りを認識 しそ の印 象 が冷感 の判 断に作用 してい

たと思われる 。

4 ．化粧品の使用感に及ぼす香りの 影響

　既に、香 D の温 冷感効果 によ り、ク リーム を腕に塗

っ た 時の 温 冷 感 に香 りが影 響 を 与え る こ と に つ い て

は、図4 に示 した 。こ こ で は、ク リ
ー

ム の そ の他の 使

用感 、及 び肌実感 に及 ぼす 香 りの影響 に つ いて ま とめ

る 。 図3 に示 した方法によ O 、ペ パ ー
ミ ン トとバニ リ

ン の香 りが あ る 場合の 使用感 の 違い を 図6 に示 した。

ペ パー
ミン トの香 りがあ る場合、香 りな し条件 と比 較

してク リ
ー

ム 自体が冷た く感 じられるが、その 他、肌

の 引き締 ま り感、肌の さ っ ぱ りさ、肌の は り感が感 じ

られた 。 肌の なめ らかさ等は同程度で あ っ た 。 バ ニ リ

ン の香 りの 場合は、そ れ とは対称的に香 りな し条件と

比較 して ク リーム自体が温かく感 じられる他、肌 のな

め らか さ、肌 の し っ と りさ が感 じ られ るが、肌 の さ っ

ぱりさ は感 じられな か っ た。

　香 りが作用 する 使用 感 ・
肌 実感因子 を抽出す る為、

図4中に示 した香料 24 種を用い て 、香 りがクリーム の

使用感 に及 ぼす影響 を調べ 、因子分析を行 っ た 。抽出

された因子 は 2 つ あ り、 1つ 目は、「ク リ
ーム の 温感」、

「肌 の し っ と りさ」、「肌 のな め らか さ」と、その 対極と

して、「肌の さ っ ぱ りさ」、「は り感」や 、「引き 締ま り

感」が関係する因子で、「しっ とり系 ⇔ さ っ ぱり系」因

子 と名づ けた 。 もう 1つ は、ク リームを腕に塗 っ たと

ぎの 「伸 びの 重 さ ・軽 さ」、「肌の み ずみ す しさ 」、「な

じみの早 さ」に関係す る因子 で 「伸 び ・な じみ」因子と

名づ けた 。 つ まり、香 りが違 うだけで、化粧品の し っ

と り系 や さ っ ぱり系の肌 実 感 と、ク リ
ー

ムの伸 び ・な

じみ感が変わ る、また は 、変える ことができ る とい う

こと であ り、この 2つ の 因子に は、ほば 直交す る 関係

がみ られた 。

　更に、それぞれの 使用感因子と香 りの質的特徴には

深い 関係がある ことが分か っ て きて い る。し っ と り系

の 使用感 は香 りの 「まろ やかさ」、 「甘さ」と関連 し、

伸び ・な じみ感 は 香 りの 「明る さ」、「透明さ 」な ど と

関連 して い る。そ して 、さ っ ぱ り系の 使用感は 「す っ

とす る」と関連 して い る。

　最後に、ここまで 示 した結果 を含めた 研究全体 か ら

考え られる 、香 り、色と感覚 へ の 影響の 関係の 全体像

に つ いて 図7にま とめた 。
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の 働きを組み合わせることでその 効果は高まるであろ

う 。

　香 りや色 が様々 な感覚 へ 及 ぼす作用は 、ま だ、活か

しきれてお らず、様々な場面で活用が可能である 。

餐りの印象 r濃い ］「むんむんする」

色 〔明 度 〕 「低 い 」

重量感 使用感 「重感 」「停ぴ監 い 」「なじみ遅 い 亅

図7 香り ・色 ・感覚 へ の影響の 関 係

5 ．おわ りに

　香 りが重 量感 や温冷 感 に影 響 を与 える研 究を行 な う

まで は、私自身は、化粧品の 香 りを作る 際に、香 りが

使用感に影響を与え る とい うこと は考慮 して こ なか っ

た 。 しか し、ここま で説明 してぎた よ うに、香 りは様々

な感覚の判断に影響 を与えて おり、当然、香 りで化粧

品の使用感 が変わ っ て も不思議で はな い。そ れ どこ ろ

か、使用性を大切にする化粧品に と っ て は重要な香 り

の 働 きで あ っ たの で ある 。 こ れ まで は、使用対 象者

やブラ ン ドイメージに合 う嗜好の高い香 りである こと

や、使用場面や目的にあわせて リラ ッ クス効果や リフ

レ ッ シ ュ 効果をもた らすこ とが香 りの主 な役割で あ っ

たが、香 りの新機能 と して 使用 感 ・
肌実感とい っ た感

触 ・実感へ の香りの効果を活用するこ とで 、製品全体

の性能をア ッ プさ せ、よ り満足 感の 高い製品を 生み 出

すことが可能にな っ た 。

　更に、香 りの重量感や温冷感 へ の効果を 日常生活 に

上手に取 り入 れる こ とで、よ り豊かで満足感の 高い生

活に つ ながるだけでなく、省エ ネルギーとい う新 しい

香りの価値に結びつ ける こ とがで きる と我々 は考えて

い る 。 その
一例は、空間の 温冷感を香 りで 操作するこ

と で あ る。香 りを 漂わ せ た透 明な ボ ッ ク ス を準備 し、

その ボ ッ クス 内に顔を入れて 、空間の温冷感評定を実

施 してみたところ、香 りがないボ ッ クス 内空間よりも、

ペ パ
ー

ミン ト・の香 りがある場合は空間 自体が冷た く 、

バ ニ リン の香 りが ある場合 は暖かく感 じられた 4｝
。 香

りは、香 りと同 時に 知覚されたクリ
ー

ム や水だ けでな

く空間の 温冷感も変化 した ように判断させるこ とが分

か っ た 。 エ ア コ ン デ ィ シ ョ ナ
ー
等と香 りの 効果を組 み

合わせ るこ とで 、過度の冷房や暖房を しな くて も快適

な温冷環 境を作 り出す こ とができ 、身体 にも環 境にも

優 しい 空間を香 りが作 り出すことがで きる 。 更 に、色
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